


津 山 高 専 図 書 館 報

— 2 —

図書館は宝の山

先生お薦めの本　…………………………………

POPコンテスト　………………………………

ビブリオバトル・交流会　………………………

校内読書感想文コンクール　……………………

図書委員活動報告　………………………………

図書館講習会・データ集　………………………

表紙デザイン：情報工学科３年　清水　樹

３

７

10

11

13

15

― CONTENTS ―

　職業柄、本の虫である。自分自身いつも原稿に追われていて、このたび出版された『ハイデガー読本』

（法政大学出版局）で11冊目になるだろうか。図書館で調べ物をすることも多く、ライプツィヒ国立図

書館やベルリン州立図書館で、誰も見向きもしない100年も前の雑誌を渉猟し、孤独な愉悦にひたったこ

ともあった。この記事では、同業者のなかで最高の「本の虫」を紹介しよう。稀覯本収集家のベンヤミ

ン、あの『パサージュ論』のベンヤミンである。

　ベンヤミン（1892-1940）は20世紀を代表する批評家であり、亡命途上で自死せざるをえなかった悲運

のユダヤ系思想家である。その彼の最後の仕事が『パサージュ論』だった。これは、19世紀パリをめぐ

る膨大な断片的イメージ資料集であり、ナチス・ドイツがパリに迫ってくるまで、彼はこれらの文献をパ

リ国立図書館で書き写したのだった。ほとんどが引用文から成る書物だが、ベンヤミンの引用はあざやか

に過去を救済している。鉄という新素材が登場し、それによってパサージュ（アーケード）という新たな

建造物が建てられるようになった。こうした具体的イメージに即して、時代が変貌していく歴史的瞬間を

ベンヤミンの鋭敏な感性はみごとにとらえている。コピー機のない時代、紙をおしむかのように小さな文

字で筆写した読書カードの集成が、現代思想のバイブルの一冊なのである。見る人が見れば、図書館はま

さに宝の山なのだ。

　さいわいなことに（？）、津山高専図書館には古書が多い。本校図書館は、一般書しか置こうとしな

い、低俗な図書館ではない。ぜひ本棚をめぐって、きばんだ専門書の背表紙を見つめてみよう。「俺を手

にとって、ここから救い出してくれ」――こう叫んでいる書物に、あなたもベンヤミンのように出会える

かもしれない。

図書館長　稲田 知己
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専門学科共通科目　宮﨑 隼人

W. T. ガルウェイ：著　後藤新弥：訳

『新インナーゲーム』（日刊スポーツ出版社）

　私は高校生の時から10年以上硬式テニスをし

ています。硬式テニスはメンタルスポーツといわ

れ、精神状態がプレーの質に大きく影響します。

私はテニスに熱心に取り組んでいた大学時代、試

合中緊張から練習どおりのプレーができないでい

ました。

　そんなとき手に取ったのがこの本です。この本

は長い間テニス界でバイブルといわれている、心

について科学的に考察した本です。ではなぜ大勢

の人が読む図書館報でこの本を紹介するかという

と、この本には何か大きな舞台に立つとき、どの

ように心の準備をすればいいかのヒントが書いて

あるからです。

　この文章を読まれている人の中には、自分のこ

とを本番に弱いと思っている人が少なからずいる

のではないかと思います。「緊張するな。いつも

どおりやろう。」と思えば思うほどうまくいか

ず、自分の本来の力を発揮できない。このように

自分に言い聞かせている状態は、理性が表に出す

ぎている状態です。

　この本では自分の精神をセルフ１（理性）とセ

ルフ２（感性）に分けています。そしてセルフ２

をうまく生かすことが、成功の秘訣であると解説

しています。例えば、本番中ゾーンに入った、つ

まり意識することなく最高のパフォーマンスがで

きた経験をした人がいると思います。この本の言

一般科目　内倉 康二

大槻ケンヂ：著

『グミ・チョコレート・パイン』（角川文庫）

　見た目では私は読書をしそうにないかもしれま

せん。確かに高校卒業間近まで本を読んだ記憶は

ほぼありません。しかしながら、そんな私も大学

受験勉強の合間に読み始め、今では好きになって

います。重松清、伊坂幸太郎、石田衣良など著者

で本を選ぶことが多いです。そんな中でも今回皆

さんに紹介する本は、痛快かつ爽快、そして切な

さも入り混じった内容です。読んでいる側が少し

恥ずかしくなるような甘酸っぱい青春の物語、で

もどこか共感できるはずです。

　みなさんは、「自分はまわりとは違って特別な

存在なんだ」と思ったことはないでしょうか。あ

るいは思っていないでしょうか。紹介する本の主

人公はまさにそう思いながら日々を過ごす高校生。

葉でいえば、それはセルフ２に全てを任せた状

態、ピーク・パフォーマンスという状態です。

　私はお世辞にも精神的に強いとはいえません

が、この本を読んだおかげでこれまで学会発表や

就職活動等で自分の力を発揮することができまし

た。つまり心も鍛えることができるというわけで

す。学生の皆さんは、就職活動や編入学試験等の

大舞台が待っています。そのような大きな壁に立

ち向かうとき、この本は必ず皆さんの力になって

くれると私は信じています。

先生お薦めの本
先生から学生へのお薦めの本を紹介します
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電気電子工学科　田辺 　茂

ヘルマン・ブール：箸　　横川文雄：訳

『八千米の上と下』（朋文堂）

　私は皆さんと同じように、15歳で高専に入学

しました。そして、きっかけは覚えていませんが、

高専１年生のときから、読んだ本について、タイ

トル、著者、出版社、そして感想を書き残すよう

になりました。それがB−5サイズのファイルに

収まっています。現在も続けています。一番古い

記事は1967年12月と書いてあるので、計算する

機械工学科　小西 大二郎

スティーブン・R・コヴィー：著

ジェームス・スキナー、川西 茂：訳

『７つの習慣 成功には原則があった！ 

　　　　　　個人、家庭、会社、人生のすべて』

（キング・ベアー出版）

　本校のキャッチフレーズが「自律、共生、創

造」であることを学生のほとんどの方はご存じだ

と思います。しかしキャッチフレーズの中のどの

言葉を取ってもその意味は抽象的で難しいもので

す。みなさんはどう感じていますか。よく分かん

ないけど、「その言葉の意味を考え、それに従っ

て行動ができれば、いろんな場面でうまく対応で

きるのでは…」と思う人は多いのではないでしょ

うか。

　そこで、自己啓発本を一つ紹介します。本書で

は、成功に必要なコンピテンシー（行動特性）が

「周りの奴らとは違う」、「自分は何か特別なこと

ができる」と思いながらも、具体的に何ができる

のかわからず、悶々とし続ける日々。まさに冴え

ない高校生なのである。さえない高校生が、悶々

とした日々を送りながらも頑張って何かを始めよ

うとするエネルギーや、苦しみや辛さと向き合う

力強さが描写されています。主人公と自分の重な

る部分もあり、私自身、自分を見つめるきっかけ

になったような気がします。ほんの少しだけ前に

動きはじめるきっかけになったのかもしれません。

　著者は、筋肉少女隊の大槻ケンヂで、半自伝的

小説です。３部作で長い気もしますが、随所で共

鳴できることでしょう。また、勇気をもらえるか

もしれません。あるいは、なんて陳腐な話だと思

うかもしれません。それでも、読んで時間の無駄

だったとは思わないはずです。リアルな青春小説、

10代のうちにぜひ読んでみてください。

７つの習慣の原則の中にあることを示していま

す。それは、まず自分自身の行動やそのよりどこ

ろであるところの思いをパラダイムシフト（革命

的・非連続的に変化）させること。次に、依存か

ら自立への成長を促す三つの習慣を身に着けるこ

と。その後に、信頼を元手に他者と協力体制を築

き、相互依存という環境のもとでより大きな成果

の達成を目指す三つの習慣を身に着け実践するこ

と。さらにこれらに加えて人の持つ四つの資源

（肉体、精神、知性、社会・情緒)を維持・発展

させるという習慣を身に着け実践することだそう

です。本書はハードカバーで、481ページもあり、

読破するためには幾度か振り返りながら読み進め

ることが必要です。未読ですが、最近は漫画で表

現されたもの「まんがでわかる７つの習慣」（宝

島社）、「まんがと図解でわかる７つの習慣 」

（宝島SUGOI文庫）も出版されているようです。

　最後に本書の中で紹介されている格言を紹介し

ます。それは、「思いの種を蒔き、行動を刈り取

り、行動の種を蒔いて習慣を刈り取る。習慣の種

を蒔き、人格を刈り取り、人格の種を蒔いて人生

を刈り取る。」です。本校のキャッチフレーズ

「自律、共生、創造」から何かを感じて、それぞ

れの思いに従って行動されることを期待します。
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電子制御工学科　趙　 菲菲

 J. K. Rowling 著

『Harry Potter and the sorcerer's stone』

　　　　　　　　　　　　　　　 （Scholastic）

　みなさんはどんな方法で英語を勉強しています

か？「英語の勉強」と言えば、堅苦しくて退屈な

イメージはありませんか？ 実は、英語の小説を

読むことで、単語、文法の能力が飛躍的にアップ

しますよ。たくさんの文章に触れることで、単語

の意味、文法の決まりごとなどが、頭で考えるの

ではなくて、感覚で分かるようになってきます。

英語の文章を一度読んだだけで理解できるように

なってきますし、英文の意味を日本語に直さずに

そのまま理解できるようになってきます。

　「ハリーポッター」といえば、知らない人なん

ていないでしょうね。内容も恐らく誰でも知って

いると思います。内容が分かっているので、知ら

ない単語など出ると、辞書を調べなくても、なん

となくわかるはずです。この原作「Harry Potter 

and the sorcerer's stone」を読む一番のメリット

は、「楽しみながら読める」ことです。美しい英

語で、簡単で、中学レベルの英語力さえあれば、

読めるはずです。試してみては？

　一つだけ注意しましょう。できるだけ辞書を引

かずに、一気に読んでください。知らない単語は、

とばしましょう。これは、分からない単語に出く

わすたびに辞書を引いていると、文章のリズムに

乗れないからです。それに何よりも、夢中になっ

と47年前になります。

　ファイルには、「文学」、「山岳」、「歴史」、「哲学」、

「自然科学」、「雑」という６つのタグが付けられ

ていて、この分類は私が高専の学生の時にしたも

のであり、当時の私の興味分野がわかります。一

番多いのは「山岳」で、私がずっと山好きである

ことから当然の結果です。「哲学」はわずか２ペ

ージしかなく、しかも一冊を除いて全て学生時代

に読んだものです。「文学」は２番目に少ないです。

改めて、背表紙に「読書」と書かれたこのファイ

ルを眺めてみて、これは 47 年間の自分史が詰ま

った貴重な資料だなと感じました。

　このファイルの中から皆さんにお薦めの本を一

冊選ぶとすると、「八千米の上と下」、ヘルマ

ン・ブール著、横川文雄訳、朋文堂刊です。残念

ながら本校の図書館にはありません。ヒマラヤ

の登頂記です。私の記述によると、1971年２月

６日に読み終えており、神田の古本屋で1700円

で買ったと書いてあります。高専4年生の時です。

当時の1700円は学生の私にとってはとっても大

金だったと思いますが、なんとか苦労して買った

のでしょう。しかし感想はたったの1行しか書か

れていません。…一生の伴侶としたい…

　私は1971年５月ごろ、東芝の入社試験を受け、

面接でこの本について熱く語ったことを、とい

うより語ったことだけを覚えています。1953年、

ヒマラヤのナンガパルバットという8000mの山に

オーストリア隊が挑み、他の隊員全てが登頂を諦

めても、ヘルマンだけは諦めず、単独で初登頂に

成功します。しかし頂上から下っている途中で夜

になってしまい、立ったまま一夜を過ごすのです。

現代と違い酸素ボンベなどない状況で、しかも立

ったまま過ごすことなど到底信じがたいことです

が、彼は見事に生き抜きました。ベースキャン

プに戻ったときの29歳の彼の顔の写真が載って

いるのですが、まるで80歳の老人のようでした。

このようなことを面接で感動とともに語り、就職

試験に合格しました。

　この文章は本来は本を薦めるものであるべきで

したが、どうやら皆さんに読書履歴を残すことを

薦めるものになってしまいました。最後に一言、

記録は絶対に肉筆で書くこと。後で読んだ時にパ

ソコンの記事に比べて100倍の内容になっています。



津 山 高 専 図 書 館 報

— 6 —

て読むことができません。ただ、その単語が何度

も出てきて、その後のストーリーのキーワードに

なるような気がするときは、辞書を引いてくださ

い。大切なことは、小説にのめり込んで、最後ま

で読むことです。

　原作を読むことは日本語版を読むことに比べて、

楽しさが倍増しています。なぜかと言いますと、

考え方や表現の仕方がまったく違うからです。同

じことに対しても、言葉が違うと、表現の仕方も

違ってきます。なので、外国人が書いた外国語そ

のままの小説を読むのはとても新鮮で楽しいです。

この楽しさを学生の皆様に味わってもらいたいと

思っています。

　翻訳者の手を借りずに、「原作なんてありえな

い」という先入観を捨てて、ぜひ、この原書を一

度読んでみてください。

情報工学科　岡田 　正

杉山知之 編

『デジタルの仕事がしたい』（岩波ジュニア新書）

　学生の皆さんは、自分の人生に関して、近い将

来に否応なく、重大な決断を迫られます。どんな

人生を送ろうとするのか、どんな職業を通して社

会で生きるのか、そのためにどんな準備をしなけ

ればならないのかなど、答えの見いだしにくい問

いに向き合い、何らかの選択と決定を行わなけれ

ばなりません。このとき、先輩たちが自分の仕事

をどのように選択したかを知ることは、とても参

考になります。

　身近な親族や卒業生は大いに参考になるものの、

変化の激しい現代社会では新しい仕事が次々と生

まれており、視野をもっと広くもって考える必要

があります。ここで紹介する「デジタルの仕事が

したい」では、コンピュータとネットワークが作

り出すデジタルコミュニケーション革命の中で、

「キャラクターアーティスト」「メディアプロデ

ューサー」「クリエイティブディレクター」など

という新しい仕事を、先頭になって切り開いた人

たち11名が自らを語っています。

　この本で紹介されている仕事は、名前だけでは

何をする人か分からないし、多くの学生さんにと

っては直接関係しないでしょう。しかし、自分の

興味・意欲と周囲の環境が絡み合って、幾分は偶

然に作用されながら、新たな仕事を切り開いてい

く姿は、とても面白く参考になります。若いとき

の挫折や無関係と思われる活動が、今につながる

ことを知ることができます。皆さんが人生や仕事

を考えるとき、多くの刺激を得ることができると

思います。

　関連して、職業や生き方の参考になる本とし

て、創立50周年記念事業の一環で作成した「わ

れら津山高専卒業生」にも触れておきます。副

題「世界にはばたく67人のストーリー」の通り、

卒業生67人が自分の歩んできた道を述べていま

す。図書館に寄贈してあるので、読んでみてくだ

さい。技術分野だけでなく、社会のいろいろなと

ころで活躍していることは、皆さんの参考になる

と信じます。

　自分の人生を豊かにするためには、先輩たちの

生き方からしっかり学び、自分の納得できる決断

をすることです。ここで紹介した本に限らず多様

な情報を得て、能動的に人生設計に取り組んでく

ださい。
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今年度は本校として初めて“POP コンテスト”を開催しました。

POP とは、Point of purchase advertising の略称で

人の目につくようなキャッチコピーや説明文・イラスト付きなどの広告のことです。

皆さんは書店などで目にすることも多いかと思います。

今回、まさに POP の名にふさわしい、独創的でキャッチーな作品が集まりました。

みなさんご応募ありがとうございました。

ペンネーム

「ちゃいちゃい」さんの作品

ペンネーム

「やまもと」さんの作品

書　名：出版禁止　　

著　者：長江俊和　　

出版社：新潮社

作者のコメント▼ 

シンプルにわかりやすく

書　名：六百六十円の事情

著　者：入間入間　　

出版社：アスキーメディアワークス

作者のコメント▼ 

温かい雰囲気が出せたらいいなと思って

クレパスを使いました。

POPコンテスト
POPコンテスト優秀作品を紹介します

１位

２位
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ペンネーム

「錠はない」さんの作品

書　名：ステップファザー・ステップ

著　者：宮部みゆき　　

出版社：講談社

作者のコメント▼ 

文字数が少ないため短くても分かりやす

い文章にするように心がけました。 

書　名：ブラック・ブレット

著　者：神崎紫電　　

出版社：アスキーメディアワークス

作者のコメント▼ 

小説を読んでいる女の子とてくにゃんを

描いた。

優秀作品

ペンネーム

「ＰＯＰコーン」さんの作品

ペンネーム

「チャリンコ」さんの作品

書　名：徹底マスターこれからスタート !

　　　　理工学の基礎数学演習ノート

著　者：松田　修　　

出版社：電気書院

作者のコメント▼ 

松田マジック !!

優秀作品

３位
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ペンネーム

「浪人博士」さんの作品

書　名 ： システム英単語　　

著　者 ：刀祢雅彦、霜　康司　　

出版社 ： 駿台文庫

作者のコメント▼ 

高専生の英語力の低さに憂慮する。そこ

で、   英単語をたくさん書いて自分の英

単語力 up をめざしました。

優秀作品

ペンネーム

「ブラックラビッ党員」さんの作品

ペンネーム

「大吾郎拓也先生」さんの作品

書　名：ラヴクラフト全集　　

著　者：H・P・ラヴクラフト

訳　者：大西尹明

出版社：東京創元社

作者のコメント▼ 

イメージで描いたので、怖さが少し伝わ

りにくそうな絵になった。

書　名：生徒会の一存

著　者：葵　せきな　　

出版社：富士見書房

作者のコメント▼ 

徹夜２時間でガンバった。

優秀作品

優秀作品
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― 第２回「ビブリオバトル」に参加しました ―

― 交流会が開催されました ―

　津山市立図書館主催のビブリオバトルが開催され、

参加人数８名のうち本校から２名の学生が参加し、優

勝･準優勝という成績を収めました。ビブリオバトル

とは、各参加者が自分のおすすめ本を５分間で紹介し、

それを聞いて一番読みたくなった本を観覧者･参加者

による投票で決めるもので、津山市立図書館では昨年

から開催されており今回が２回目となります。

――参加者の感想――

紹介本：橋本 紡 著「九つの、物語」

　前回も参加させて頂きましたが、自分の好きな本に

対して興味や共感をもってもらえることへの嬉しさを

改めて感じました。５分間でどう話せば伝えたいことを伝えられるかという難しさと楽しさがビブリオバ

トルのおもしろさだと思います。機会があれば皆さんも参加してみてはどうでしょうか。

（電子制御工学科３年　山本 　桜）

紹介本：伊坂幸太郎 著「死神の精度」

　私は今回初めて参加して、参加者のレベルの高さと、自分の発表を聞いて下さるみなさんのあたたかさ

を感じました。発表の順番がトップバッターでとても緊張していたのですが、みなさんがとても一生懸命

聞いて下さるので本当にうれしかったです。また機会がありましたら、今度はもっとうまく伝えられるよ

うに精進していきたいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （情報工学科４年　尾島 悠莉）

　平成26年５月24日㈯に津山高専で、津山高

等学校図書部、美作大学図書館ボランティア、

津山工業高等専門学校図書委員の交流会が開催

されました。29名（学生24名、教職員５名）

が参加し、自己紹介、それぞれの活動報告、そ

して津山高専図書館見学などが行われました。

　和気あいあいとした雰囲気で、情報交換・意

見交換が行うことができました。 

　来年度以降も同様の機会があれば、図書委員

になった学生のみなさんはぜひ参加してみてく

ださい！！
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第１位 　「世界から猫が消えたなら」を読んで

１年１組　（機械工学科）　井田 良輔

 

　もし僕たちの周りのものが突然消えたらどうなるのだろう。消しゴム、電気、学校、友達、家族、恋人

……。この本はそんな物の大切さや当たり前にあるものが当たり前にあることの大切さを教えてくれた本

でした。

　三十歳郵便配達員。平凡な彼に与えられた末期ガンの宣告。そこに陽気な悪魔が現われ世界から何かを

消すかわりに一日の命を与えると言った。彼はものを消していく中で自分の生きた価値を知っていく。

　僕はこの本を読みながら一つの事を考えていました。それは自分を取りまく人達が突然いなくなってし

まったらどのように感じるだろうかということでした。小さい時からずっと一緒にいて離れることのなか

った親友がいなくなったら。いつも僕を気にかけてくれたおばあちゃんがいなくなったら。怒ったり、ケ

ンカしたりしても結局は僕のことを想ってくれていた家族がいなくなったら。

　僕はこれまでに二度、死を間近で感じたことがあります。一度目は小学校三年生のときでした。祖父が

ガンで亡くなりました。その時はまだ幼く、死を深く考えることができなかったため、悲しみをあまり感

じていなかったと思います。二度目は中学生のとき曾祖父が亡くなりました。ある日、母と姉が曾祖父の

お見舞いに行くからと誘ってくれましたが僕はまた行く機会はあるだろうからと断りました。その二日後、

曾祖父は亡くなりました。僕はものすごく後悔しました。「なんであの時、行かなかったのか」と。

　そして今、僕はこの本を読んで全てそうなのではないかと思いました。主人公がものを消してしまって

から後悔したように、僕達ももう手が届かなくなってしまって大切さを知り、後悔するのです。だから僕

達はもっと今ある幸せを大切にしなければならないのです。

　この本の最後の方のページにはこんな言葉がありました。

「何も考えないでただ今の世界を生きている日常と、その世界を支えている無数の事柄や不思議な仕組み

について想像を及ばせたうえで生きている日常はきっと大きく違うからです。」

　たとえ、平凡な人生であったとしても、見返してみて自分にも大切な人やかけがえのない人がいると気

付けたら、それはきっと、十分に美しい人生じゃないだろうか。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（川村元気『世界から猫が消えたなら』）

校内読書感想文コンクール
１年生の読書感想文の中から図書委員が優秀作品を選出しました
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第２位 　「蝶々の纏
てんそく

足」山田詠美

１年１組（機械工学科）　笠井 貴由

　私がこの作品を読むことになったのは、ただなんとなくであり別にこの作者が好きだった訳でもありま

せん。しかし、読んでいる内に今まで読んだ作品たちとは異なる感覚の表現に魅了され、気付けば読み浸

っていました。

　この作品は、主人公の山崎瞳美と彼女を束縛し彼女より上の人間だと考えているえり子の、友情とは親

友とは何かを、二人は行き交う言葉の中で確かめ合うというものです。

　私はまだ感じたことや見たことない難しい表現に上手く追い着けずに困惑し、理解するのに時間がかか

りました。ですが次第に慣れ始め本をスムーズに読めるようになる頃には楽しくて仕方なかったです。例

えば、「切り開かれた胸。そこには化石がある。それを取り巻く暖かい膿は、とろりと流れてあたりを汚

す。」の他、「えり子に邪魔をされないのは自分の皮膚の内側で繰り広げられる想像の世界だけになりつ

つあった。」などの身体の一部を使う表現には驚きました。このような表現方法を使い登場人物の心理状

態を表現していることが私に魅力を感じさせていたものだと思います。

　私は山崎瞳美を束縛するえり子との関係性はこの世界でもありうるものを感じました。自分を輝かせた

いえり子を引き立てるために使われる山崎瞳美。誰か何かになるために歯車にされる人々。ただ気付いて

いないだけで身の周りに溢れているかもしれないと思いました。私もその歯車の一部であるかもしれませ

ん。

　えり子がよく「親友」という言葉を使っています。「親友」がどういうものかは私には分からないと思

いました。ただ一番長い間隣にいる人のことなのか、それとも、気が許せる人なのか、その両方かその他

かだなんて分からないし理解できないと思いました。

　この作品を読み、私はまだ文章の読み取る力や感じる力などが足りないことを知りました。また、友情

や親友や人間関係について考え直すことができると思います。結果、私には不足しているものが多いこと

を知らされた作品でした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山田詠美『蝶々の纏足』）

第３位 　「天地明察」を読んで

１年３組（電気電子工学科）　安田 理樹

　改暦を命じられた主人公の春海が自身のもてる算術や、知識を用いて、改暦に挑むという話です。

　この本を読んで、最初読んだ時は、自分に関することが一つも無いなと思いながら読んでいたが、春海

が一つの事に一生懸命で、そういう一つの目標に向かっていく姿に、自分も見習わないといけないなと、

思うようになりました。死にたくなるほどの失敗を何度もしましたが、その状況に何度も耐えぬいて、一

つの目標をやり遂げるという場面に勇気付けられ、自分の考え方や、生き方を見直す、良い場面になりま
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した。その目標を成し遂げるためには、周りの人の支えや協力があるということを忘れずに、周りの人の

事も気遣い支えるという事も忘れずにいこうと考え直しました。過去に成功している人も必ずといっても

いいぐらい、成功の裏に失敗があるという事を忘れずに、自分も失敗をした時に成功の裏に失敗があるか

ら、失敗をしても良いんだというように良い方に考えていこうと思いました。大切な人との出会いと別れ

の大切さを考え直しました。出会いでは、自分を更に高めてくれて、もしかしたら、自分の才能を見出し

てくれるという可能性もあり、別れとは、自分の心を強くしてくれたり、自分の生き方をみつめ直させて

くれるという大事なものなんだなと考えさせられました。

　私は、この本を読んで、一つのことに地道に取りくみ、失敗があっても逃げださず、何度も何度も、立

ちあがり挑戦するということ出会いと別れの大切さを教えてくれた作品だと思います。自分も部活動や勉

強などにおいても、失敗をしても、諦めずに、何度も何度も挑戦し、いつか成功することを信じて頑張り

たいと思いました。本屋大賞で家にあった本がこれからの自分の考え方や周りの人への接しかたを考え直

すという本になるとは思いませんでした。この本は自分の大切な本の一つになりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（冲方　丁『天地明察』）

は、前年に比べ本の数こそ少ないものではありましたがバラエティーに富んだ本が集まりました。年齢性

別を問わず、来場者の方々がつい足を止めてしまう、そんな魅力的な古本市となりました。

　今年も、２日間を通じて大変多くの方に来場していただき、栞作りと古本市どちらも成功を収めること

ができたと思います。頼りないリーダーではありましたが、支えてくださいました皆様にこの場をお借り

しお礼申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（電気電子工学科４年　竹之内 優也）

弥生祭催し物関係班
　私たち弥生祭催し物関係班は、11月の２、３日

にわたり栞（しおり）作りと古本市を行いました。

　今年からの新たな取り組みとして行いました栞作

りでは、来場者の方々に自由にイラストなどを描い

て頂いたものをこちらで加工し、記念品としてお渡

ししました。当日は、家族連れの方も多く、笑顔も

個性も溢れる栞作りとなりました。また、古本市で

図書委員活動報告
図書委員は、弥生祭催し物関係班、図書館利用・読書奨励関係班、
ブックハンティング班、図書館報班の４班に分かれて活動しています
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図書館報班

　私たち図書館利用・読書奨励関係班は、図書館をより多

くの人に利用してもらうことを目標に活動しています。主

な活動内容は、アンケートの実施です。また、このアンケ

ート結果を基に、図書館入り口付近の書棚にコーナーを設

けました。今年のアンケートは、好きな作家や本、人に勧

めたい本、映像化したもので、好きな・読んでみたい原作

本といった内容で実施しました。より多くの皆さんに手を

とっていただけるよう本の紹介POPやランキング形式で

の発表など、パソコンだけではなく、読書もさらに楽しめ

るようにしていくので、ぜひご利用ください。

　　　　　　　　　　（電子制御工学科４年　秋山　舞）

図書館利用・読書奨励関係班

　わたしたち図書館報班は、本館報に掲載する内

容や原稿執筆のお願いなど、班員で担当を決めな

がら活動を進めました。本年度は、新しく館報に

掲載するため、 POPコンテストを企画し、春か

らがんばってきました。企画に参加してくださっ

たみなさま、ありがとうございました。本館報は

今年もたくさんの方々のご協力で素晴らしいもの

になっています。執筆にご協力いただいたみなさ

まにこの場でお礼申し上げます。

（情報工学科４年　尾島 悠莉）

　今回のブックハンティングではさまざまな新作を購入しました。ぜひ手にとってみてください。今回の

ブックハンティングのメンバーも機械工学科が多く専門図書を選ぶことが難しかったので、 来年はブッ

クハンティングの存在を知ってもらい図書委員以外の学生も参加できるようにするとさらに図書館が充実

したものになると思いました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （機械工学科４年　岡本 光生）

ブックハンティング班
　夏休み前に丸善岡山シンフォニービル店でブッ

クハンティングを行いました。

　なにが人気な本なのか、どのような本をいれる

と図書館利用者が今以上になるかを考え行いまし

た。またどのような本に需要があるか事前に知る

ためにアンケートを行い、効率よく本を選ぶこと

ができました。
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津山工業高等専門学校学術成果リポジトリ（http://repository.tsuyama-ct.ac.jp）では、

津山工業高等専門学校の学術成果を保存・公開しています！！

※フルテキストダウンロード数（期間：2014年１～12月）

新入生
オリエンテーション

【講習会】
学術論文の探し方

【講習会】
津山高専の本を検索して探す

　新入生を対象に、クラスごと

に津山高専図書館と津山市立図

書館の利用方法について説明し、

本を探すゲームも行いました。

　学術論文の探し方について説

明し、CiNii Articlesなどで、論

文を探す演習を行いました。多

くの学生が参加してくれました。

　津山高専図書館の本を蔵書検索

システム（OPAC）を使って探す

方法を説明し、実際に検索する演

習を行いました。

No. タイトル 著者 掲載誌 発行年 DL数※

１ 水溶液中への酸素ガスの
　　　　　　　溶解速度と溶解度 樋口敏三 津山工業高等専門学校紀要

34号 pp.41-48 1994 3474

２ 銀蒸着薄膜の密度測定
岡田　正
岸本俊祐
藤田志郎

津山工業高等専門学校紀要
14号 pp.83-87 1977 836

３ ブラシつき直流機の
　慣性モーメントの一測定法（１）

渋谷睦夫
板谷憲治
井上孝浩
太田泰夫

津山工業高等専門学校紀要
42号 pp.61-65 2001 769

４ ポリエチレン球晶の
　光学的性質と内部構造について

末房　清
杉山　巍

津山工業高等専門学校紀要
1巻5号 pp.373-380 1968 756

５ Windowsパソコンによる
　外字フォントファイルの共有化 日下孝二 教育研究支援センター報

１号 pp.79-80 2004 652

図書館講習会・データ集
２０１４年に行った講習会の概要や、入館者数等のデータを掲載しました

リポジトリダウンロードランキング 2014
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入館者数 2014

貸出ランキング 2014

（期間：2014年１～12月）

（期間：2014年１～12月）

編集後記

のなか、たくさんの方と協力して館報を完成させられたこと、本当にうれしく思います。

　私は委員会に入ってから初めて、ビブリオバトルやPOPコンテストに参加しました。その際、普段は

読まないような本も手にとって、それを様々な人に紹介することを経験しました。そこで改めて図書館と

いう環境があることのすばらしさを感じました。この館報を読んで、少しでもみなさんが図書館に興味を

持ってくださったらうれしいです。ぜひ、図書館に足を運んでみてください。

　最後になりましたが、この館報の作成に関わって下さったみなさま、本当にありがとうございました。

（情報工学科４年　尾島 悠莉）

No. 書名 著者 出版者

1 編入数学徹底研究 桜井基晴 聖文新社

2 数学検定過去問題集 準2級 河野修大 創育

3 演習水力学 国清行夫、木本知男、長尾　健 森北出版

3 面白いほどよくわかるローマ帝国 金森誠也（監修） 日本文芸社

5 宇宙兄弟 19 小山宙哉 講談社

　私は今回初めて図書館報の編集に参加しました。慣れないことも多く、同じ班のメンバー

や、先生方にご迷惑をおかけしたこともあると思います。それでも、ハードなスケジュール

独立行政法人 国立高等専門学校機構
津山工業高等専門学校図書館発　行


